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平成３１年４月１日制定

理工学部教授会承認

令和５年１月１１日 

  令和７年１月２９日 

理工学部教授会改正 

理工学部 学位授与の方針 

 

理工学科共通 

【学位授与の方針】 

理工学部理工学科では，学生に自律的に学ぶ姿勢，原理・原則を理解する力，アイデア

創出能力，問題発見能力，課題設定能力，構想力，モデル化能力，課題解決・遂行能力を

身に付けさせ，産業構造の変化に柔軟に適応できる幅広い教養と理工学基礎力を土台とし

て，複眼的視点・俯瞰的視野から社会の広い分野で活躍できる理工学の基盤的分野を中心

とした科学・技術の専門的素養を持つ人材を養成する。 

佐賀大学学士力及び学部・学科の目的を踏まえ，学生が身に付けるべき以下の具体的学

習成果の達成を学位授与の方針とする。また，学則の定める卒業の認定の要件を満たした

ものには，教授会の議を経て，学長が卒業を認定し，学位を授与する。 

 
１．基礎的な知識と技能 

(1) 自然，文化，社会に関する基礎的な知識を身に付けている。 

(2) 日本語による高いコミュニケーション能力と英語による専門知識の修得及び発信す

る能力を身に付け，適切にプレゼンテーションする能力を身に付けている。 

(3) 専門分野において必要な知識を収集し，分析及び考察する能力を身に付けている。 
 
 

２．課題発見・解決能力 

(1) 現代社会における諸問題を所属コースの専門分野の立場から考察することができる。 

(2) 所属コースの専門分野において，知識や技法を応用し，課題解決に取り組むことがで

きる。 

(3) 所属コースの専門分野および関連する周辺分野における課題解決のため，他者と協

調・協働して取り組むことができる。 

 
３．個人と社会の持続的発展を支える力 

(1) 自然環境，文化や伝統，多様な価値観を理解し，自主的・自律的に学修を続けること

ができる。 

(2) 専門的知識・能力を持ち，倫理観を備えた職業人として地域や社会の健全な発展に寄

与する力を身に付けている。 
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数理サイエンスコース 

【学位授与の方針】 

理工学科共通の方針の下に，以下の具体的学修成果の達成を学位授与の方針とする。 

 
 

1. 基礎的な知識と技能 

理工学科共通の学位授与の方針による。 

 
 

2. 課題発見・解決能力 

理工学科共通の学位授与の方針 2(2)(3)について，本コースでは下記の通りとする。 

(2) 数理サイエンスおよびこれに関連する分野において，知識や技能を応用し，課題

解決に取り組むことができる。 

(3) 数理サイエンスおよびこれに関連する分野における課題解決のため，他者と協

調・協働して取り組むことができる。 

 

3. 個人と社会の持続的発展を支える力 

理工学科共通の学位授与の方針による。 

 

 

 

データサイエンスコース 

【学位授与の方針】 

理工学科共通の方針の下に，以下の具体的学修成果の達成を学位授与の方針とする。 

 
 

1. 基礎的な知識と技能 

理工学科共通の学位授与の方針による。 

 
 

2. 課題発見・解決能力 

理工学科共通の学位授与の方針 2(2)(3)について，本コースでは下記の通りとする。 

(2) 数理・データサイエンス・AI およびこれに関連する分野において，知識や技能を

応用し，課題解決に取り組むことができる。 

(3) 数理・データサイエンス・AI およびこれに関連する分野における課題解決のため， 

他者と協調・協働して取り組むことができる。 

 

3. 個人と社会の持続的発展を支える力 

理工学科共通の学位授与の方針による。 
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知能情報システムコース 

【学位授与の方針】 

理工学科共通の方針の下に，以下の具体的学修成果の達成を学位授与の方針とする。 

 
 

1. 基礎的な知識と技能 

理工学科共通の学位授与の方針による。 

 
 

2. 課題発見・解決能力 

理工学科共通の学位授与の方針 2(2)(3)について，本コースでは下記の通りとする。 

(2) 知能情報システム及びこれに関連する分野において，知識や技能を応用し， 課題

解決に取り組むことができる。 

(3) 知能情報システム及びこれに関連する分野における課題解決のため，他者と協

調・協働して取り組むことができる。 

 

3. 個人と社会の持続的発展を支える力 

理工学科共通の学位授与の方針による。 

 

 

 

化学コース 

【学位授与の方針】 

理工学科共通の方針の下に，以下の具体的学修成果の達成を学位授与の方針とする。 

 
 

1. 基礎的な知識と技能 

理工学科共通の学位授与の方針による。 

 
 

2. 課題発見・解決能力 

理工学科共通の学位授与の方針 2(2)(3)について，本コースでは下記の通りとする。 

(2) 化学及びこれに関連する分野において，知識や技能を応用し，課題解決に取り組

むことができる。 

(3) 化学及びこれに関連する分野における課題解決のため，他者と協調・協働して取

り組むことができる。 

 

3. 個人と社会の持続的発展を支える力 

理工学科共通の学位授与の方針による。 
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物理学コース 

【学位授与の方針】 

理工学科共通の方針の下に，以下の具体的学修成果の達成を学位授与の方針とする。 

 
 

1. 基礎的な知識と技能 

理工学科共通の学位授与の方針による。 

 
 

2. 課題発見・解決能力 

理工学科共通の学位授与の方針 2(2)(3)について，本コースでは下記の通りとする。 

(2) 物理学及びこれに関連する分野において，知識や技能を応用し，課題解決に取り

組むことができる。 

(3) 物理学及びこれに関連する分野における課題解決のため，他者と協調・協働して

取り組むことができる。 

 

3. 個人と社会の持続的発展を支える力 

理工学科共通の学位授与の方針による。 

 

 

 

機械工学コース 

【学位授与の方針】 

理工学科共通の方針の下に，以下の具体的学修成果の達成を学位授与の方針とする。 

 
 

1. 基礎的な知識と技能 

理工学科共通の学位授与の方針による。 

 
 

2. 課題発見・解決能力 

理工学科共通の学位授与の方針 2(2)(3)について，本コースでは下記の通りとする。 

(2) 機械工学及びこれに関連する分野において，知識や技能を応用し，課題解決に取

り組むことができる。 

(3) 機械工学及びこれに関連する分野における課題解決のため，他者と協調・協働し

て取り組むことができる。 

 

3. 個人と社会の持続的発展を支える力 

理工学科共通の学位授与の方針による。 
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電気電子工学コース 

【学位授与の方針】 

理工学科共通の方針の下に，以下の具体的学修成果の達成を学位授与の方針とする。 

 
 

1. 基礎的な知識と技能 

理工学科共通の学位授与の方針による。 

 
 

2. 課題発見・解決能力 

理工学科共通の学位授与の方針 2(2)(3)について，本コースでは下記の通りとする。 

(2) 電気電子工学及びこれに関連する分野において，知識や技能を応用し，課題解決

に取り組むことができる。 

(3) 電気電子工学及びこれに関連する分野における課題解決のため，他者と協調・協

働して取り組むことができる。 

 

3. 個人と社会の持続的発展を支える力 

理工学科共通の学位授与の方針による。 

 

 

 

都市基盤工学コース 

【学位授与の方針】 

理工学科共通の方針の下に，以下の具体的学修成果の達成を学位授与の方針とする。 

 
 

1. 基礎的な知識と技能 

理工学科共通の学位授与の方針による。 

 
 

2. 課題発見・解決能力 

理工学科共通の学位授与の方針 2(2)(3)について，本コースでは下記の通りとする。 

(2) 都市基盤工学及びこれに関連する分野において，知識や技能を応用し，課題解決

に取り組むことができる。 

(3) 都市基盤工学及びこれに関連する分野における課題解決のため，他者と協調・協

働して取り組むことができる。 

 

3. 個人と社会の持続的発展を支える力 

理工学科共通の学位授与の方針による。 
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建築環境デザインコース 

【学位授与の方針】 

理工学科共通の方針の下に，以下の具体的学修成果の達成を学位授与の方針とする。 

 
 

1. 基礎的な知識と技能 

理工学科共通の学位授与の方針による。 

 
 

2. 課題発見・解決能力 

理工学科共通の学位授与の方針 2(2)(3)について，本コースでは下記の通りとする。 

(2) 建築環境デザイン及びこれに関連する分野において，知識や技能を応用し，課題

解決に取り組むことができる。 

(3) 建築環境デザイン及びこれに関連する分野における課題解決のため，他者と協

調・協働して取り組むことができる。 

 

3. 個人と社会の持続的発展を支える力 

理工学科共通の学位授与の方針による。 
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平成３１年４月１日制定

理工学部教授会承認 

令和３年１２月１５日 

令和５年１月１１日 

令和７年２月１２日 

理工学部教授会改正 

 
 

理工学部 教育課程編成・実施の方針 

 

理工学科共通 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するために，以下の方針の下に教育課程を編成する。 

 
 

１．教育課程の編成 

(1) 基礎的な知識と技能の分野 

①  教養教育において，市民社会の一員として共通に求められる基礎的な知識と技能に

関する「基本教養科目」を選択必修として配置する。 

②  教養教育において，市民社会の一員として思考し活動するための技能に関する「共

通基礎科目」（「外国語科目」，「情報リテラシー科目」）を必修として配置する。 

③  学部全コースにおいて共通に必要な基礎的知識と分析能力を身に付けさせるための

授業科目として「学部共通専門科目」を必修として初年次に配置する。 

 
(2) 課題発見・解決能力の分野 

① 教養教育において，様々な課題を発見・探求する力，協調性と指導力，倫理観・社会

的責任感を身につけさせるとともに，生涯のキャリアデザインを描かせるキャリア教育

を実施することによって持続的・自主的に学修を継続する姿勢を身に付けさせる科目

「大学入門科目」，「インターフェース科目」を選択必修として配置する。 

② 専門教育において，幅広い視点からの課題解決能力を身に付けさせるため，異分野の

授業科目履修のための授業科目として学部共通科目「理工学サブフィールド」を必修

として配置する。 

③ 専門教育において，理学または工学の分野における様々な課題を発見・探求する力， 

各コースにおける様々な課題に対して情報技術等を用いて考察及び解決する力を身に付

けさせるための専門科目を必修または選択として配置する。 

 

(3) 個人と社会の持続的発展を支える力の分野 
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① 教養教育において，多様な文化と価値観を理解し共生に向かう力，地域や社会への参

画力と主体的に学び行動する力，及び高い倫理観と社会的責任感を身に付けさせる授業

科目「インターフェース科目」を，選択必修として配置する。 

② 専門教育において，情報セキュリティ教育の実施，AIやデータサイエンスを広く活用

するための力，及び倫理観と社会的責任感を身に付けさせる学部共通科目「AI・データ

サイエンス総合A，B」を必修として配置する。 

④  地域の課題や社会の問題を自己のものとしてとらえ，考え，発信する力を身に付けさ

せるため，学部共通科目「理工キャリア教育プログラムS，L」を選択として配置する。 

⑤  社会の中で直面する諸問題を正確に理解し対処する力を養うために「卒業研究」を必

修として配置する。 

 
２. 教育の実施体制 

(1) 各授業科目は，その内容に適合した教育能力を有する教員を配置して実施する。 

(2)  教育課程の編成・実施に関する課題分析およびその改善については，各コースの授

業担当教員により構成されるコース会議において審議・決定し，これを実施する。 

(3)  全ての学生に指導教員（チューター）を配置し，ラーニング・ポートフォリオを活

用して履修指導や学修支援を行う。 

(4)  全ての授業科目でシラバスを明示し，各授業科目の学修内容，到達目標，成績評価

の方法・基準を学生に周知する。 

(5)  各学期末には学生による授業評価アンケートを実施し，これをもとに授業改善を行

う。 

(6)  授業科目間の関連や科目内容の難易度を表現するコースナンバリングを行い，カリ

キュラムの構造を明示する。 

(7)  卒業研究を４年間の学修成果を示すものとして位置付け，ルーブリックを活用した

総括的評価を実施する。 

 
３． 教育の実施方法 

(1) 各授業科目は，シラバスに明示された講義概要，授業計画に従って実施する。 

(2)  授業の実施にあたって，各教員はティーチング・ポートフォリオに基づいた教育理

念と教育方法を学生に説明する。 

(3) 生涯学び続け，主体的に考える力を身に付けさせるため，能動的学修（アクティ 

ブ・ラーニング）を取り入れた教育を実施する。 

(4)  各コースの目的に応じて，講義による知識・技能に関する学修と，実験・演習・実

習による主体的・実践的学修を組み合わせて学修効果を高める。 

 
４．学修成果の評価 

（１）授業科目の学修成果を評価するために，授業科目担当教員は，測定する到達目標の特性
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に応じて，筆記試験，レポート（論文），作品，発表，活動内容等により評価を行う。 

（２）個別の授業科目の成績評価方法については，シラバスに明示する。 

（３）成績の評語（評価）は，１００点を満点とした評点又は評価基準に基づき判定するもの

とし，評点及び評価基準は，次の表に掲げるとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※上記により評価が難しい授業科目は，合又は不可の評語によって表し，合を合格とし， 

不可を不合格とする。 

（４）教育課程を通した学修成果を，ラーニング・ポートフォリオ，学士力項目の達成状況 

（ルーブリック評価等）及び各授業科目の成績を用いて総合的に評価する。 

（５）成績評価の結果は，評価分布等を使用して定期的に点検を行い，必要に応じて教育方法

等の改善を行う。 

評語 

(評価) 

評点 評価基準 合否判定 成績評定 

（GP） 

秀 90 点以上 学修到達目標を十分に達成し，極 

めて優秀な成果を上げている。 

 

 

 

 

 
 

合格 

4 

優 80 点以上 

90 点未満 

学修到達目標を十分に達成して 

いる。 

3 

良 70 点以上 

80 点未満 

学修到達目標をおおむね達成し 

ている。 

2 

可 60 点以上 

70 点未満 

学修到達目標を最低限達成して 

いる。 

1 

不可 60 点未満 学修到達目標を達成していない。 不合格 0 
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数理サイエンスコース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学科共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

1. 教育課程の編成 

数学の基礎的な考え方及び論理的厳密性を修得させるために代数学・幾何学・解析学に

関する基礎的科目を選択必修として配置するほか，数学の各分野における理解を深めさせ

るための講義を「専門科目」の選択必修として配置する。 

 

2. 教育の実施体制 

理工学科共通の体制を取る。 

 
 

3. 教育･指導の方法 

(1) 理工学科共通の方法による。 

(2) 講義による数理科学の広範囲な知識教育とセミナー形式による少人数の専門領域の

教育を組み合わせて学修効果を高める。 

 

4. 学修成果の評価 

(1) 理工学科共通の方法により学修成果の評価を行う。 
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佐賀大学学士力と科目との対応： 

学士力（大項目） 学士力（小項目） 授業科目 

１．基礎的な知識

と技能 

(1) 市民社会の一員として共通に求め 

られる基礎的な知識と技能 

基本教養科目 

(2) 市民社会の一員として思考し活動する

ための技能 

英語 

情報基礎概論 

(3) 専門分野の基礎的な知識と技能 学部共通専門科目 

専門科目 

卒業研究 

２．課題発見・解

決能力 

(1) 現代的課題を見出し、解決の方法を探

る能力 

大学入門科目 

インターフェース科目 

専門科目 

卒業研究 

(2) プロフェッショナルとして課題を 

発見し解決する能力 

専門科目 

卒業研究 

(3) 課題解決につながる協調性と指導力 大学入門科目 

インターフェース科目 

理工学サブフィールド 

専門科目 

卒業研究 

３．個人と社会の

持続的発展を

支える力 

(1) 多様な文化と価値観を理解し共生 

に向かう力 

インターフェース科目 

(2) 地域や社会への参画力と主体的に学び

行動する力 

インターフェース科目 

理工キャリア教育プログラムS，L 

卒業研究 

(3) 高い倫理観と社会的責任感 インターフェース科目 

AI・データサイエンス総合A，B 

卒業研究 
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データサイエンスコース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学科共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

1. 教育課程の編成 

２年次においては数理・データサイエンス・AI の基礎を修得させる科目を配置する。３

年次及び４年次においてはデータ分析や機械学習等のデータサイエンスに関する専門技術

を修得させる必修科目を配置するほか，関連分野である数学，ネットワーク技術，ソフト

ウェア技術を選択科目として配置し，数理・データサイエンス・AI 分野の幅広い知識やス

キルを修得させる。 

 
2. 教育の実施体制 

理工学科共通の体制を取る。 

 
 

3. 教育･指導の方法 

(1) 理工学科共通の方法による。 

(2) 講義による数理・データサイエンス・AI に関する知識教育を行い，同時に演習によ

る実践力の強化を行う。 

 

4. 学修成果の評価 

(1) 理工学科共通の方法により学修成果の評価を行う。 



7 
 

佐賀大学学士力と科目との対応： 

学士力（大項目） 学士力（小項目） 授業科目 

１．基礎的な知識

と技能 

(1) 市民社会の一員として共通に求め 

られる基礎的な知識と技能 

基本教養科目 

(2) 市民社会の一員として思考し活動する

ための技能 

英語 

情報基礎概論 

(3) 専門分野の基礎的な知識と技能 学部共通専門科目 

専門科目 

卒業研究 

２．課題発見・解

決能力 

(1) 現代的課題を見出し、解決の方法を探

る能力 

大学入門科目 

インターフェース科目 

専門科目 

卒業研究 

(2) プロフェッショナルとして課題を 

発見し解決する能力 

専門科目 

卒業研究 

(3) 課題解決につながる協調性と指導力 大学入門科目 

インターフェース科目 

理工学サブフィールド 

専門科目 

卒業研究 

３．個人と社会の

持続的発展を

支える力 

(1) 多様な文化と価値観を理解し共生 

に向かう力 

インターフェース科目 

(2) 地域や社会への参画力と主体的に学び

行動する力 

インターフェース科目 

理工キャリア教育プログラムS，L 

卒業研究 

(3) 高い倫理観と社会的責任感 インターフェース科目 

AI・データサイエンス総合A，B

卒業研究 
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知能情報システムコース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学科共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

1. 教育課程の編成 

２年次においてはコンピュータサイエンス，数学，人工知能等，情報学の基礎を修得さ

せる科目を配置する。３年次及び４年次においてはマルチメディア情報処理，データサイ

エンス，情報ネットワーク，高品質ソフトウェア開発技術等の知能情報システムに関する

専門技術を修得させる必修科目を配置するほか，関連分野であるデータサイエンスに関す

る専門技術を修得させる選択科目を配置し，知能情報システム学の幅広い知識やスキルを

修得させる。 

 

2. 教育の実施体制 

理工学科共通の体制を取る。 

 
 

3. 教育･指導の方法 

(1) 理工学科共通の方法による。 

(2) 講義による知能情報システムに関する知識教育を行い，同時に演習による実践力の

強化を行う。 

 

4. 学修成果の評価 

(1) 理工学科共通の方法により学修成果の評価を行う。 

(2) 卒業研究の評価は，主査１名，副査２名以上によって実施する。 
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佐賀大学学士力と科目との対応： 

学士力（大項目） 学士力（小項目） 授業科目 

１．基礎的な知識

と技能 

(1) 市民社会の一員として共通に求め 

られる基礎的な知識と技能 

基本教養科目 

(2) 市民社会の一員として思考し活動する

ための技能 

英語 

情報基礎概論 

(3) 専門分野の基礎的な知識と技能 学部共通専門科目 

専門科目 

卒業研究 

２．課題発見・解

決能力 

(1) 現代的課題を見出し、解決の方法を探

る能力 

大学入門科目 

インターフェース科目 

専門科目 

卒業研究 

(2) プロフェッショナルとして課題を 

発見し解決する能力 

専門科目 

卒業研究 

(3) 課題解決につながる協調性と指導力 大学入門科目 

インターフェース科目 

理工学サブフィールド 

専門科目 

卒業研究 

３．個人と社会の

持続的発展を

支える力 

(1) 多様な文化と価値観を理解し共生 

に向かう力 

インターフェース科目 

(2) 地域や社会への参画力と主体的に学び

行動する力 

インターフェース科目 

理工キャリア教育プログラムS，L 

卒業研究 

(3) 高い倫理観と社会的責任感 インターフェース科目 

AI・データサイエンス総合A，B 

卒業研究 
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化学コース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学科共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

1. 教育課程の編成 

基礎から応用にわたる化学の幅広い知識を体系的に身に付けていくために必要な専門

科目の講義を，無機化学，有機化学，物理化学，分析化学，化学工学の5つの分野で構

成・配置し，理解と実践力を修得する。また，各々の学生が目指す領域の知識の深化を

図るための選択科目を配置する。 

プロフェッショナルとして課題を発見し解決する能力，及び課題解決につながる協調性

と指導力を養うために実験科目を段階的に配置する。 

 

2. 教育の実施体制 

理工学科共通の体制を取る。 

 
 

3. 教育･指導の方法 

(1) 理工学科共通の方法による。 

(2) 講義による化学の広範囲な知識・技能に関する学修と，実験・演習による主体的・

実践的学修を組み合わせて学修効果を高める。 

 

4. 学修成果の評価 

(1) 理工学科共通の方法により学修成果の評価を行う。 
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佐賀大学学士力と科目との対応： 

学士力（大項目） 学士力（小項目） 授業科目 

１．基礎的な知識

と技能 

(1) 市民社会の一員として共通に求め 

られる基礎的な知識と技能 

基本教養科目 

(2) 市民社会の一員として思考し活動する

ための技能 

英語 

情報基礎概論 

(3) 専門分野の基礎的な知識と技能 学部共通専門科目 

専門科目 

卒業研究 

２．課題発見・解

決能力 

(1) 現代的課題を見出し、解決の方法を探

る能力 

大学入門科目 

インターフェース科目 

専門科目 

卒業研究 

(2) プロフェッショナルとして課題を 

発見し解決する能力 

専門科目 

卒業研究 

(3) 課題解決につながる協調性と指導力 大学入門科目 

インターフェース科目 

理工学サブフィールド 

専門科目 

卒業研究 

３．個人と社会の

持続的発展を

支える力 

(1) 多様な文化と価値観を理解し共生 

に向かう力 

インターフェース科目 

(2) 地域や社会への参画力と主体的に学び

行動する力 

インターフェース科目 

理工キャリア教育プログラムS，L 

卒業研究 

(3) 高い倫理観と社会的責任感 インターフェース科目 

化学リテラシー 

化学者倫理 

AI・データサイエンス総合A，B 

卒業研究 
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物理学コース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学科共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

1. 教育課程の編成 

物理学コースにおいては，物理学の基礎的な知識と技能を身に付けさせるために「物理

数学 A」「解析力学 I」「電磁気学 I」「量子力学」「統計力学」などの「専門科目 

（必修）」を系統的に配置し，物理学に関する幅広い知識を修得するために「相対論」 

「宇宙物理学」「固体物理学」「放射線物理学」などの「専門科目（選択）」を配置する。 

 

2. 教育の実施体制 

理工学科共通の体制を取る。 

 
 

3. 教育･指導の方法 

(1) 理工学科共通の方法による。 

(2) 講義による物理科学の広範囲な知識教育と実験及びセミナー形式による少人数の専

門領域の教育を組み合わせて学修効果を高める。 

 

4. 学修成果の評価 

(1) 理工学科共通の方法により学修成果の評価を行う。
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佐賀大学学士力と科目との対応： 

学士力（大項目） 学士力（小項目） 授業科目 

１．基礎的な知識

と技能 

(1) 市民社会の一員として共通に求め 

られる基礎的な知識と技能 

基本教養科目 

(2) 市民社会の一員として思考し活動する

ための技能 

英語 

情報基礎概論 

(3) 専門分野の基礎的な知識と技能 学部共通専門科目 

専門科目 

卒業研究 

２．課題発見・解

決能力 

(1) 現代的課題を見出し、解決の方法を探

る能力 

大学入門科目 

インターフェース科目 

専門科目 

卒業研究 

(2) プロフェッショナルとして課題を 

発見し解決する能力 

専門科目 

卒業研究 

(3) 課題解決につながる協調性と指導力 大学入門科目 

インターフェース科目 

理工学サブフィールド 

専門科目 

卒業研究 

３．個人と社会の

持続的発展を

支える力 

(1) 多様な文化と価値観を理解し共生 

に向かう力 

インターフェース科目 

(2) 地域や社会への参画力と主体的に学び

行動する力 

インターフェース科目 

理工キャリア教育プログラムS，L 

卒業研究 

(3) 高い倫理観と社会的責任感 インターフェース科目 

サイエンスリテラシーⅠ，Ⅱ 

AI・データサイエンス総合A，B 

卒業研究 
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機械工学コース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学科共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

1. 教育課程の編成 

機械工学分野に関する基礎的知識，一般的知識，技能と発展的な数理分析力を身に付け

させるための専門科目を１年次から３年次までに配置する。機械工学の観点からものづく

りを実際に行うための機械設計，製図を通し，課題を発見・探求・解決する力を身に付け

させる科目を２年次，３年次に配置する。 

さらに卒業研究を通じて，研究・プレゼンテーション・ディスカッション能力の向上も

促す。 

 

2. 教育の実施体制 

理工学科共通の体制を取る。 

 
 

3. 教育･指導の方法 

(1) 理工学科共通の方法による。 

(2) コースの目的に応じて，講義による知識・技能に関する学修と，実験・演習・製

図・実習による主体的・実践的学修を組み合わせて学修効果を高める。 

 

4. 学修成果の評価 

(1) 理工学科共通の方法により学修成果の評価を行う。 
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佐賀大学学士力と科目との対応： 

学士力（大項目） 学士力（小項目） 授業科目 

１．基礎的な知識

と技能 

(1) 市民社会の一員として共通に求め 

られる基礎的な知識と技能 

基本教養科目 

(2) 市民社会の一員として思考し活動する

ための技能 

英語 

情報基礎概論 

専門科目（必修科目・選択科目） 

卒業研究 

(3) 専門分野の基礎的な知識と技能 学部共通専門科目 

専門科目（必修科目・選択科目） 

卒業研究 

２．課題発見・解

決能力 

(1) 現代的課題を見出し、解決の方法を探

る能力 

大学入門科目 

インターフェース科目 

専門科目（必修科目・選択科目） 

卒業研究 

(2) プロフェッショナルとして課題を発見

し解決する能力 

専門科目（必修科目・選択科目） 

卒業研究 

(3) 課題解決につながる協調性と指導力 大学入門科目 

インターフェース科目 

理工学サブフィールド 

専門科目（必修科目・選択科目） 

卒業研究 

３．個人と社会の

持続的発展を

支える力 

(1) 多様な文化と価値観を理解し共生に向

かう力 

インターフェース科目 

専門科目（必修科目・選択科目） 

卒業研究 

(2) 地域や社会への参画力と主体的に学び

行動する力 

インターフェース科目 

AI・データサイエンス総合A，B  

理工キャリア教育プログラムS，L 

専門科目（選択科目） 

卒業研究 

(3) 高い倫理観と社会的責任感 インターフェース科目 

AI・データサイエンス総合A，B  

専門科目（必修科目・選択科目） 
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電気電子工学コース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学科共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

1. 教育課程の編成 

電気電子工学コースにおいては，電気電子技術者として社会の幅広い分野で活躍できる

人材を育成するために，電気電子工学の基礎となる専門科目を必修として配置し，電気エ

ネルギー，電子デバイスや情報通信などの応用分野の専門科目を選択として配置する。 

 

2. 教育の実施体制 

理工学科共通の体制を取る。 

 
 

3. 教育･指導の方法 

(1) 理工学科共通の方法による。 

(2) 卒業研究については，以下のように教育・指導を行う。 

① 指導教員が，研究課題の設定，研究の進め方，論文のまとめ方などについて指導す

る。 

② 中間発表会や卒業研究発表会において，プレゼンテーション技術の指導を行う。 

③ 学士論文作成を指導し，学士論文，英文を含む論文概要を提出させる。 

 
 

4. 学修成果の評価 

(1) 理工学科共通の方法により学修成果の評価を行う。 

(2) 中間発表，卒業研究発表会などにおいて指導教員と複数の教員が独立に評価する。 
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佐賀大学学士力と科目との対応： 

学士力（大項目） 学士力（小項目） 授業科目 

１．基礎的な知識

と技能 

(1) 市民社会の一員として共通に求め 

られる基礎的な知識と技能 

基本教養科目 

技術者倫理 

(2) 市民社会の一員として思考し活動する

ための技能 

英語 

情報基礎概論 

専門科目（必修科目） 

卒業研究 

(3) 専門分野の基礎的な知識と技能 学部共通専門科目 

専門科目（必修科目） 

専門科目（選択科目） 

２．課題発見・解

決能力 

(1) 現代的課題を見出し、解決の方法を探

る能力 

大学入門科目 

インターフェース科目 

技術者倫理 

(2) プロフェッショナルとして課題を 

発見し解決する能力 

専門科目（必修科目） 

卒業研究 

(3) 課題解決につながる協調性と指導力 大学入門科目 

インターフェース科目 

理工学サブフィールド 

専門科目（必修科目） 

卒業研究 

３．個人と社会の

持続的発展を

支える力 

(1) 多様な文化と価値観を理解し共生 

に向かう力 

インターフェース科目 

卒業研究 

(2) 地域や社会への参画力と主体的に学び

行動する力 

インターフェース科目 

理工キャリア教育プログラムS，L 

電気電子工学インターンシップ 

専門科目（必修科目） 

卒業研究 

(3) 高い倫理観と社会的責任感 インターフェース科目 

AI・データサイエンス総合A，B

技術者倫理 
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都市基盤工学コース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学科共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

1. 教育課程の編成 

都市基盤工学コースの専門教育において，安全・安心な都市・地域の環境基盤を整備す

るための知識・技能を身に付けさせるための専門科目（必修）を，必修として２年次から

４年次に配置する。そのほか，都市・地域の環境基盤をより一層豊かにするための高度な

知識・技能を身につけさせるための専門科目（選択）を選択として配置する。 

 

2. 教育の実施体制 

理工学科共通の体制を取る。 

 
 

3. 教育･指導の方法 

(1) 理工学科共通の方法による。 

(2) 講義による都市基盤工学の知識・技能に関する学修と，実験・演習・実習による主

体的・実践的学修を組み合わせて学修効果を高める。 

 

4. 学修成果の評価 

(1) 理工学科共通の方法により学修成果の評価を行う。 
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佐賀大学学士力と科目との対応： 

学士力（大項目） 学士力（小項目） 授業科目 

１．基礎的な知識

と技能 

(1) 市民社会の一員として共通に求め 

られる基礎的な知識と技能 

基本教養科目 

(2) 市民社会の一員として思考し活動する

ための技能 

英語 

情報基礎概論 

(3) 専門分野の基礎的な知識と技能 学部共通専門科目 

専門科目 

卒業研究 

２．課題発見・解

決能力 

(1) 現代的課題を見出し、解決の方法を探

る能力 

大学入門科目 

インターフェース科目 

専門科目 

卒業研究 

(2) プロフェッショナルとして課題を 

発見し解決する能力 

専門科目 

卒業研究 

(3) 課題解決につながる協調性と指導力 大学入門科目 

インターフェース科目 

理工学サブフィールド 

専門科目 

卒業研究 

３．個人と社会の

持続的発展を

支える力 

(1) 多様な文化と価値観を理解し共生 

に向かう力 

インターフェース科目 

(2) 地域や社会への参画力と主体的に学び

行動する力 

インターフェース科目 

理工キャリア教育プログラムS，L 

卒業研究 

(3) 高い倫理観と社会的責任感 インターフェース科目 

AI・データサイエンス総合A，B 

卒業研究 
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建築環境デザインコース 

【教育課程編成・実施の方針】 

学位授与の方針を具現化するため，理工学科共通の編成，体制及び次の方針の下に教育

課程を編成し，教育を実施する。 

 

1. 教育課程の編成 

建築デザイン・環境デザインの基礎的な考え方及び論理性を修得させるために，設計製

図や計画・構造に関する基礎的科目を選択必修として配置するほか，建築デザイン・環境

デザインの各分野における理解を深めさせるための科目を「専門科目」の選択必修として

配置する。 

 

2. 教育の実施体制 

理工学科共通の体制を取る。 

 
 

3. 教育･指導の方法 

(1) 理工学科共通の方法による。 

 

4. 学修成果の評価 

(1) 理工学科共通の方法により学修成果の評価を行う。 

(2) 卒業研究（卒業論文または卒業制作）審査及び最終試験は，主査１名，副査１名以上 

によって実施する。 
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佐賀大学学士力と科目との対応： 

学士力（大項目） 学士力（小項目） 授業科目 

１．基礎的な知識

と技能 

(1) 市民社会の一員として共通に求め 

られる基礎的な知識と技能 

基本教養科目 

(2) 市民社会の一員として思考し活動する

ための技能 

英語 

情報基礎概論 

(3) 専門分野の基礎的な知識と技能 学部共通専門科目 

専門科目 

卒業研究 

２．課題発見・解

決能力 

(1) 現代的課題を見出し、解決の方法を探

る能力 

大学入門科目 

インターフェース科目 

専門科目 

卒業研究 

(2) プロフェッショナルとして課題を 

発見し解決する能力 

専門科目 

卒業研究 

(3) 課題解決につながる協調性と指導力 大学入門科目 

インターフェース科目 

理工学サブフィールド 

専門科目 

卒業研究 

３．個人と社会の

持続的発展を

支える力 

(1) 多様な文化と価値観を理解し共生 

に向かう力 

インターフェース科目 

(2) 地域や社会への参画力と主体的に学び

行動する力 

インターフェース科目 

理工キャリア教育プログラムS，L 

卒業研究 

(3) 高い倫理観と社会的責任感 インターフェース科目 

AI・データサイエンス総合A，B 

卒業研究 

 


